
　

併
せ
て
、
都
市
公
園
の
変
更
等

の
手
続
が
必
要
と
な
る
た
め
、
平

成
27
年
と
し
て
い
た
新
庁
舎
の
完

成
時
期
を
平
成
29
年
に
先
延
ば
し

す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

②
楠
山
市
長
就
任
後
の
あ
ゆ
み

　

楠
山
市
長
就
任
後
の
平
成
24
年

８
月
に
内
閣
府
か
ら
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
関
す
る
被
害
想
定
の

詳
細
が
発
表
さ
れ
、
現
庁
舎
付
近

は
６
メ
ー
ト
ル
程
度
の
想
定
浸
水

深
と
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
両
論

併
記
で
提
言
の
あ
っ
た
市
民
会
議

の
意
も
汲
み
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
考
え
た
場
合
、
現
在
の
防

災
に
対
す
る
建
築
工
学
的
な
知

見
・
技
術
を
駆
使
す
れ
ば
現
在
地

付
近
で
の
建
設
も
可
能
で
あ
り
、ま

ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
も
妥
当
で

は
な
い
か
と
判
断
し
、
平
成
25
年

３
月
市
議
会
定
例
会
で
、
「
決
定

さ
れ
た
高
台
移
転
が
正
当
で
あ
れ

ば
、
そ
の
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ま

に
も
う
一
度
し
っ
か
り
と
説
明
し
、

高
台
移
転
に
疑
問
が
あ
る
な
ら
ば

再
考
も
視
野
に
入
れ
検
討
す
べ
き
」

と
い
う
考
え
方
を
示
し
、
敷
根
公

園
も
含
め
、
新
庁
舎
建
設
位
置
を

再
検
討
す
る
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
１
月
に
、
伊
豆
急
下

田
駅
と
の
合
築
も
視
野
に
、
敷
根

公
園
、
現
在
地
、
伊
豆
急
下
田
駅

合
築
の
３
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

３
案
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、

現
在
地
及
び
現
在
地
周
辺
は
想
定

浸
水
区
域
で
あ
り
、
脆
弱
な
地
盤

の
改
良
や
耐
浪
対
策
な
ど
で
建
築

コ
ス
ト
が
増
加
し
ま
す
。

　

一
方
、
敷
根
公
園
案
は
、
標
高

約
50
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
位
置
し
、

津
波
の
脅
威
か
ら
は
逃
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
庁
舎
を
利
用
さ

れ
る
皆
さ
ま
の
利
便
性
に
大
き
な

支
障
が
生
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
55
年
２
月
に
売

買
契
約
を
交
わ
し
た
敷
根
共
有
地

所
有
権
移
転
登
記
手
続
未
了
の
状

況
や
都
市
公
園
の
機
能
回
復
、
職

員
駐
車
場
整
備
な
ど
、
膨
大
な
時

　
　
　
　
　

間
と
財
源
を
要
す
る

　
　
　
　
　

課
題
が
未
解
決
の
ま

　
　
　
　
　

ま
残
さ
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　

敷
根
公
園
前
面
に
決

　
　
　
　
　

定
し
た
ま
ま
事
業
を

　
　
　
　
　

進
め
た
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　

建
設
位
置
の
再
検
討

　
　
　
　
　

が
必
要
に
な
る
た
め
、

　
　
　
　
　

結
果
と
し
て
３
案
の

　
　
　
　
　

中
か
ら
最
適
地
を
絞

　
　
　
　
　

り
込
む
こ
と
は
で
き

　
　
　
　
　

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

ま
た
、
本
市
の
今

　
　
　
　
　

後
の
財
政
運
営
を
考

　
　
　
　
　

え
た
場
合
、
一
般
財

　
　
　
　
　

源
の
負
担
を
で
き
る

　
　
　
　
　

限
り
軽
減
し
、
後
年

度
負
担
を
平
準
化
さ
せ
る
よ
う
な

有
利
な
起
債
の
活
用
と
い
う
財
源

手
当
の
た
め
の
方
策
が
課
題
と
し

て
出
て
き
ま
し
た
。

　

３
案
か
ら
の
絞
込
み
が
困
難
な

状
況
に
あ
る
中
、
平
成
26
年
４
月

に
、
下
田
市
議
会
最
大
会
派
の
自

公
ク
ラ
ブ
か
ら
、
津
波
浸
水
区
域

か
ら
の
移
転
を
前
提
に
「
①
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
の
活
用
②
最

小
経
費
で
最
大
効
果
を
発
揮
す
る

庁
舎
建
設
③
市
有
地
利
用
な
ど
将

来
の
財
政
負
担
軽
減
方
法
の
調
査

研
究
」
に
関
す
る
要
望
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
庁
内
検
討
委
員
会

は
、「
利
便
性
」「
安
全
性
」「
経
済

性
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
を

柱
に
、
新
た
な
候
補
地
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
す
る
こ
と
を
提
言
し
、

楠
山
市
長
は
、
同
年
６
月
の
市
議

会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
「
新
た

な
候
補
地
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

し
た
い
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
候
補
地
の
選
定
に
着
手

し
た
も
の
の
、
用
途
地
域
に
よ
る

建
築
制
限
、
農
地
関
連
法
の
規
制
、

新
た
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
各

種
法
令
そ
の
他
経
済
性
等
の
面
で

課
題
が
あ
り
、
適
地
を
見
出
す
こ

と
が
極
め
て
困
難
な
現
実
に
直
面

し
ま
し
た
。

　

「
利
便
性
」
「
安
全
性
」
「
経
済

性
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
一
定

の
面
積
を
確
保
で
き
る
土
地
が
な

か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
中
、
限
ら

れ
た
期
間
内
で
３
，
０
０
０
㎡
以

上
の
土
地
を
確
保
す
る
用
地
交
渉

の
見
通
し
が
立
ち
、
特
別
の
許
認

可
を
必
要
と
せ
ず
、
で
き
る
限
り

急
傾
斜
地
や
土
砂
災
害
等
の
指
定

・  

警
戒
区
域
に
該
当
し
な
い
こ
と

を
条
件
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
敷

根
地
内
の
民
有
地
が
候
補
地
と
し

て
浮
上
し
た
も
の
で
す
。

①
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
始
動

　

石
井
前
市
長
時
代
の
平
成
21
年

度
に
「
新
庁
舎
建
設
庁
内
ワ
ー
キ

ン
グ
会
議
」
を
設
置
し
て
新
庁
舎

建
設
の
検
討
を
始
め
、
同
会
議
は
、

平
成
22
年
５
月
に
現
在
地
で
の
建

設
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
ま

し
た
が
、
平
成
23
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
同

年
５
月
に
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
引

き
継
い
だ
「
下
田
市
新
庁
舎
建
設

庁
内
検
討
委
員
会
」
は
建
設
位
置

の
再
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

　

同
年
９
月
に
「
新
庁
舎
建
設
検

討
市
民
会
議
」
が
発
足
し
、
同
会

議
は
、
平
成
24
年
１
月
に
「
現
在

地
」
と
「
敷
根
地
域
」
の
両
論
を

併
記
し
た
提
言
書
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
が
、
同
年
３
月
に
、
内
閣

府
の
有
識
者
会
議
か
ら
、
下
田
市

の
最
大
津
波
高
が

25.

３
ｍ
と
の

発
表
を
受
け
、
石
井
前
市
長
は
、

「
敷
根
公
園
前
面
」
を
建
設
予
定

地
と
す
る
決
断
を
下
し
、
庁
内
手

続
を
経
た
後
の
同
年
５
月
１
日
の

市
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

新
庁
舎
建
設
位
置
に
つ
い
て
、
敷

根
公
園
前
面
に
決
定
し
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

１

駅舎合築

現在地

新
庁
舎
検
討
の
経
過

敷根公園
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下田市新庁舎建設を考える
～ 防災拠点と利用しやすい絆の場 ～

下田市新庁舎建設を考える
～ 防災拠点と利用しやすい絆の場 ～

下田市新庁舎建設を考える
～ 防災拠点と利用しやすい絆の場 ～

　下田市新庁舎建設につきましては、平成 27 年 12 月市議
会定例会におきまして重要なご判断をいただきましたので、
その報告と今後につきましてご説明申し上げます。

舎
完
成
ま
で
は
必
要
な
耐
震
化
や

非
常
用
自
家
発
電
設
備
の
整
備
も

先
送
り
し
、
最
小
限
度
の
維
持
管

理
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開

通
を
目
指
し
て
、
官
官
・
官
民
協

働
で
早
期
実
現
に
向
け
た
推
進
・

促
進
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
現

在
、
下
田
市
の
新
庁
舎
建
設
は
、

一
自
治
体
の
課
題
と
は
い
え
な
い

状
況
で
す
。

　

「
伊
豆
は
ひ
と
つ
」
を
具
現
化
す

る
た
め
の
、
伊
豆
半
島
南
域
に
お

け
る
生
活
・
文
化
圏
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
担
う
必
要
が
あ
り
、

で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
新
庁
舎

を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
12
月
市
議
会
定
例
会

に
提
出
し
た
「
下
田
市
役
所
の
位

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の

議
案
は
特
別
多
数
の
賛
成
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
愛
さ
れ
る
新
庁
舎
を
造
る

た
め
、
敷
根
民
有
地
も
一
案
と
し

て
、
新
た
な
提
案
が
示
さ
れ
た
場

合
に
は
比
較
検
討
し
、
民
主
的
手

続
を
経
た
後
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
新
庁
舎
建
設

の
必
要
性
と
そ
の
経
過
等
に
つ
い

て
、
改
め
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

下
田
市
役
所
庁
舎
本
館
は
、
昭

和
32
年
３
月
に
建
設
さ
れ
、
建
築

後
58
年
以
上
経
過
し
て
い
て
、
昭

和
42
年
４
月
に
完
成
し
た
別
館
も

建
築
後
48
年
、
昭
和
53
年
５
月
完

成
の
西
館
も
建
築
後
37
年
と
、
老

朽
化
が
著
し
く
、
い
ず
れ
も
そ
の

機
能
性
と
耐
震
性
に
大
き
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
や
、

高
度
情
報
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
対
応
し
に
く
い
こ
と
な

ど
、
使
用
の
限
界
を
超
え
て
お
り
、

市
民
に
と
っ
て
利
用
し
に
く
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
ま
す
ま
す
増
加

す
る
行
政
需
要
や
業
務
の
多
様
化

に
伴
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
窓

口
や
組
織
の
分
散
化
等
に
よ
り
、

市
民
の
利
便
性
、
事
務
処
理
の
効

率
性
に
一
層
の
低
下
を
招
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
決
す
る

こ
と
は
、
本
市
に
と
っ
て
長
年
の

懸
案
事
項
で
し
た
。

　

石
井
前
市
長
時
代
の
平
成
21
年

か
ら
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
検
討

を
始
め
、
第
４
次
下
田
市
総
合
計

画
に
も
位
置
付
け
た
中
で
、
新
庁

は
じ
め
に
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